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高梁地区ミニデイサービス～高校生との交流～

平成23年度事業報告・決算報告…2〜5㌻
地域福祉活動報告…6〜7㌻
ふれあいサロン活動紹介…8㌻
お知らせ…9〜10㌻
寄付…11〜12㌻

　６月８日、高梁地区ミニデイサービスの
利用者は、岡山県立高梁城南高等学校環境
科学課３年生と生徒手作りのゲームで交流
しました。



地域福祉の推進を図るため活動しました

平成23年度 事業報告・決算報告
　
平
成
24
年
５
月
23
日
、
理
事
会
及
び
評
議

員
会
を
開
催
し
、
平
成
23
年
度
の
事
業
報
告

及
び一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
な
ど
が
理

事
会
で
認
定
、
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
平
成
23
年
度
の
歳
入
及
び
歳
出
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※会費収入 8,497,000 円の内訳
　社会福祉協議会賛助会員会費　
 8,059,000 円
　福祉移送サービス会員会費　　　　　
 438,000 円

※その他収入 11,099,856 円の内訳
　助成金収入 1,620,000 円
　負担金収入 1,675,321 円
　自立支援費等収入 3,225,980 円
　雑収入 1,118,438 円
　借入金利息補助金収入 163,100 円
　受取利息配当金収入　 241,346 円
　会計単位間繰入金収入 725,671 円
　借入金元金償還補助金収入 2,330,000 円

歳入総額　498,374,052 円

歳出総額　498,374,052 円

収益事業特別会計
 5,057,659 円

公益事業特別会計
 115,512,841 円

一
般
会
計

特
別
会
計

◆高齢者統合在宅支援事業
　川上町のほのぼの荘の運営管理

◆シルバー人材センター運営管理事業
　決算額　91,047,133 円
◆総合福祉センター運営管理事業
　決算額　24,435,461 円
◆公園の管理運営事業
　決算額　30,247 円
　成羽町の白谷遊園地、木口小平園の管理運営

歳出

介護保険事業
264,614,649 円

在宅福祉サービス
104,583,586 円法人運営

92,161,087 円
地域福祉推進事業
 19,285,736 円

共同募金配分金事業
 7,116,000 円（1.4%）

福祉サービス利用援護事業
 3,960,582 円（0.8%）

その他事業
 6,652,412 円（1.3%）

21
.0%18.5%

3.9%

歳入

その他収入
 11,099,856 円（2.2%） 介護保険収入

210,491,254 円

経常経費
補助金収入
80,520,521 円

受託金収入
89,085,120 円

経理区分間繰入金収入
 32,388,456 円

事業収入　19,854,423 円

寄付金収入
 15,700,002 円（3.1%）

施設整備等補助金収入等
 6,816,000 円（1.4%）

会費収入
 8,497,000 円（1.7%）

共同募金配分金収入
 6,746,000 円（1.4%）

前期末支払資金残高
 17,175,420 円（3.4%） 42.2

%

16
.2
%

17.9
%6.5%

4.0%

53.1%
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◆地域福祉推進事業  決算額19,285,736円
○ふれあいのまちづくり事業推進
○ふれあい相談事業　
○地域福祉活動事業
○老人福祉事業　
○障害児・母子・児童福祉事業
○災害福祉活動事業
○生活福祉資金貸付受託事業（岡山県社会
福祉協議会からの受託事業です）

◆共同募金配分金事業  決算額7,116,000円
○一般募金配分金事業
　市内の福祉ボランティア団体等49団体
へ助成しました
○歳末たすけあい配分金事業
　在宅寝たきりの方及び難病の方230人と市
内ボランティア等12団体へ配分しました

◆介護保険事業　決算額264,214,649円
○居宅介護支援事業
○訪問介護事業
○訪問入浴事業
○通所介護事業
○共同生活介護事業(グループホームささ
ゆり苑)※消防機関への緊急通報装置の
整備

◆その他事業　決算額6,652,412円
○企画広報事業
○地域福祉活動基金
○ボランティアセンター活動事業
○資金貸付事業
○保健センター事業(高梁市からの受託事
業です)

◆法人運営　決算額92,161,087円
○理事会、評議員会等の各種会議の開催
○会員制度の広報及び普及
○人事給与システムの導入
○事務効率の向上及び経費削減のための
事務改善

◆福祉サービス利用援護事業　
　決算額3,960,582円
○日常生活自立支援事業（岡山県社会福祉
協議会からの受託事業です）

◆在宅福祉サービス事業 
　決算額104,583,586円
○高梁市から次の事業を受託し実施しました
・移送サービス受託事業
・軽度生活支援等受託事業
・生きがい活動支援受託事業
・給食サービス事業受託事業
・寝具洗濯乾燥消毒サービス受託事業
・生活管理指導員派遣事業
○高梁市遺族連合会の団体事務局の運営

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た

　
  

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す

一般会計及び特別会計の財産目録

１． 流動資産 
 ①現金
 ②預金
 ③未収金
 ④前払金
 ⑤仮払金
２． 固定資産 
 ①基本財産
 ②その他固定資産
　　　　 資産合計 

183,471,903
280,000

110,995,541
70,538,226
1,000,000
658,136

605,906,518
228,466,013
377,440,505
789,378,421

科　目 金　額
資産の部

１．流動負債
 ①未払金
 ②預り金
 ③前受金
 ④仮受金
 ⑤会計単位外借入金
２．固定負債
 ①長期設備資金借入金
　　　　 負債合計 
　　　　差引純資産 

53,277,350
48,504,525
3,540,319
210,000
22,506

1,000,000
6,990,000
6,990,000
60,267,350
729,111,071

科　目 金　額
負債の部
平成 24年 3月31日現在　(単位：円 )
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寄付金を財源とした事業 会費を財源とした事業

高梁市と共催して毎年開催。まつりの
部として、ゲートボール、囲碁、将棋を
実施。また、大会の部において、社協会
長表彰授与式が行われました

○小地域ネットワークづくり活動支援
として、福祉について理解を深め、
互いに励まし支えあう福祉のまちづ
くりを行う活動への支援

地域福祉活動計画策定に向けて、市内
15地区での福祉座談会や市民2,500
人を対象としたアンケートの実施

○地域の福祉活動への支援として13
地区社協へ活動費の交付

○福祉団体へ活動費の助成（ふれあい
給食サービス実施団体7団体へ助成)

○身体の不自由等によりベット等の介
護用品を必要とする方に無料で日
常生活用具を貸出など

皆様か
らのご寄付

企画広報事業
1,830,930円（11.7%）

ふれあいのまちづくり事業
1,586,685円（10.1%）

地域福祉活動事業
7,711,859円（49.1%）

その他事業
3,722,313円（23.7%）

ボランティアセンター活動事業
848,215円（5.4%）

市内の小・中・高等学校をボランティア
活動普及事業協力校に指定し、体験学
習やボランティアの実践活動を行い、
ボランティア活動の推進と普及を図る

　本年度の賛助会員につきましても
福祉委員を通じて募っております。
　会員制度の趣旨にご理解ご賛同を
いただき、賛助会費加入へのご協力
をお願いいたします。

○市社協ボランティアセンターに
登録し、市内を中心に活動を
行っているボランティア団体の
ボランティア保険料の一部を助
成(78団体へ助成)

地域住民が福祉に対する理解を深め、
「ささえあい・たすけあいが日常的に
行われる福祉のまちづくり」の推進を
目的に開催

ふれあいのまちづくり、福祉委員の役
割や活動について周知し、小地域ネッ
トワークの推進を図るため開催

　平成２３年度は、8,059,000円の賛助会員
会費をいただきました。また、活用した額
8,167,569円との収支差額108,569円につ
いては、前年度の繰越金を充てています。

○障害者スポーツ大会等の運営費に
係る助成

○日常生活における心配ごと等の相
談に対して、適切な助言及び支援と
して福祉総合、高齢者サービス相談
等を開催
　（延24回開催、相談件数16件）

○満88歳の高齢者に、記念品として肖
像写真を撮影し、敬老の日を中心に
福祉委員の協力を得て贈呈（贈呈者
194人）

○災害見舞い(6件)、死亡弔慰金(1件)

皆様からの会費

8,167,569円
ふれあいのまちづくり事業
1,362,010円（16.7%）

ふれあい相談事業
142,058円（1.8%）

障害児・母子・児童福祉事業
150,000円（1.8%）
災害福祉活動事業
165,000円（2.0%）

ボランティアセンター活動事業
842,860円（10.3%）

老人福祉事業事業
982,000円（12.0%）

地域福祉活動事業
4,523,641円（55.4%）

15,700,002円

これらの事業は皆さんからいた　だきました浄財によって支えられています平成２３年度

福祉委員連絡会・講習会等の開催

平成24年度
賛助会費のお願いについて

健康福祉のつどいの開催

○福祉団体及びボランティア活動団体
の一層の活性化を図るため、運営費
又は事業費の一部を助成(市内の福
祉団体及びボランティア団体4団体
へ助成)

中・高・大学生を対象に社会福祉につ
いて理解を深めると共に、ボランティ
ア活動に積極的に参加する機会の提供

ボランティア相互の親睦とボランティ
ア活動への理解と更なる活動の活性
化を図ることを目的に開催

ボランティア団体研修会等の開催 夏のボランティア体験事業

地域福祉に対する功績のあった個人
１１人と団体２団体を表彰

○市民の皆さんに、福祉の情報をお届
けするため、年６回広報紙を発行

地域社会福祉功労表彰

地域福祉活動計画策定に向けたアンケート実施

ふれあい福祉講座の開催

高梁市が実施する移送サービスの対
象者を拡大し、高齢者等の外出及び社
会参加を支援

地域住民を対象にふれあいを通じて、
孤立の予防・生きがいづくり・子育て支
援等を行う団体に活動費の助成

移送サービス事業

ふれあいサロン事業

８４団体へ助成金交付

ボランティア協力校助成金
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
備
中
地
域
を
３

地
区
に
分
け
て
、
毎
週
水
曜
日
に
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
春
と
秋
に
は
と
て
も
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
遠
足
に
行
き
ま
す
。

　

今
回
は
富
家
地
区
の
利
用
者
が
、
美
し
い
町
並
み
が
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
吹

屋
ふ
る
さ
と
村
と
、
岡
山
県
の
指
定
文
化
財
と
し
て

111
年

間
使
用
さ
れ
た
最
古
の
木
造
校
舎
の
あ
る
吹
屋
小
学
校
へ

遠
足
に
行
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
小
学
校
の
教
室
の
中
に
あ
る
赤

と
黒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
見
て
、
遠
い
昔
に
思
い
を
馳
せ
、

と
て
も
懐
か
し
い
と
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

５
月
21
日
、
23
日
、
25
日
の
３
日
間
、
弥
高
山
つ
ど
い
の
広
場
及
び
川
上
い

き
い
き
交
流
館
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
、
川
上
地
域
老
人
ク

ラ
ブ
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
大
会
、

ペ
タ
ン
ク
大
会
に
延
222
人
が
参
加
し
、
各
々
の
競
技
に
お
い
て
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
ペ
タ
ン
ク
は
、
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、
誰
で
も
す
ぐ
に
出
来
る
の
で
、
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
世
代
間
の
交
流
が
図
れ
ま
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
始
め

て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
有
漢
中
学

校
で
は
、
高
梁
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
盲
導

犬
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
山
本
均
さ
ん
と
盲
導
犬
ヴ
ァ
ニ
ラ
、
高
梁

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
山
田
さ
ん
、
一
本
さ
ん
に
盲
導
犬

の
話
を
聞
い
た
り
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
の
盲
導
犬
体
験

や
ヴ
ァ
ニ
ラ
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
と
盲
導
犬
の
知
識
を
深
め

る
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

質
問
で
は
、
町
の
中
を
歩
い
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
ど
ん
な
時
で
す
か
な
ど
２
年
生
15
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人

ず
つ
質
問
を
し
、
山
本
さ
ん
は
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

春
の
遠
足 

5/30
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
盲
導
犬
体
験
学
習 

6/6

高
梁
市
立
有
漢
中
学
校

いきいきスポーツ大会の開催　　　　  川上地域老人クラブ
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地 福 活 報域 祉 動 告

　

市
社
協
で
は
、
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
等
の
外

出
及
び
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
移
送
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
福
祉
団
体
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等
が

行
う
活
動
の
送
迎
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
携
わ
る
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互

の
全
市
的
な
情
報
共
有
と
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、

よ
り
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
高
梁
市

福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

設
立
に
伴
い
、
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

協
議
し
、
役
員
を
次
の
と
お
り
選
任
し
ま
し
た
。

　

会　

長　

赤
木
信
也　

　

副
会
長　

横
部
秀
明　

東
平
宏
武

　

監　

事　

杉
田
順
一　

妹
尾
吉
孝　

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
、
西
山
小

学
校
の
児
童
15
人
が
訪
れ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
児
童
達
が
進
行
し
、
歌
や
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
演
奏
を
披
露
し
、
そ
の
後
、
交
流
タ
イ

ム
と
し
て
、
名
刺
自
己
紹
介
じ
ゃ
ん
け
ん
、
ふ

う
せ
ん
バ
レ
ー
等
、
時
間
が
た
つ
の
を
忘
れ
る

程
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
か
た
た
た
き
を
し
て
も
ら
い
、
利
用

者
は
、「
元
気
な
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
体
も
心
も
ほ

ぐ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
た
」
と
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

備
中
地
域
の
各
地
区
に
お
い
て
配
食
サ
ー
ビ
ス
・
会
食

サ
ー
ビ
ス
や
友
愛
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
る
備
中
町
ヘ
ル

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
迫
会
長
の
挨
拶
で
会
は
進
行
し
、
今
年
度
の
活
動

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
備
中
町
手
話
サ
ー
ク
ル
ほ
た
る
の
会
か

ら
３
名
を
講
師
に
招
き
、「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
と
「
ふ
る

さ
と
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
手
話
指
導
を
受
け
、
手
話
で

の
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
員
一
同
、
歌
を
唄
い
な
が
ら
手
話
を
し
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
の
有
意
義
な
研
修
と
な
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
も
図
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
で
、
新
見
市
在
住
の

藤
田
富
弘
さ
ん
に
よ
る
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
演
奏
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
さ
な
が
ら
の
演
奏
や
演
歌
、
童
謡
な
ど
を
ア

レ
ン
ジ
す
る
な
ど
多
く
の
曲
を
披
露
い
た
だ
き
、
入

居
者
達
も
曲
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
早

い
手
拍
子
を
さ
れ
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
居
者
の
一
人
は
「
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
大
き
な
音

で
し
た
が
、気
持
ち
が
若
返
っ
た
よ
う
で
す
。今
度
は
演

奏
に
合
わ
せ
て
歌
え
る
よ
う
に
練
習
し
た
い
で
す
」
と

話
さ
れ
、心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

高
梁
市
福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
発
足 

6/7

西
山
小
学
校
児
童
と
交
流 

6/18

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

総
会
を
開
催 
6/8

備
中
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
来
訪 

6/13

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
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川
上
町
高
山
地
区
で
活
動
し
て
い
る
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
過
疎
が

進
む
中
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

サ
ロ
ン
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
を

通
じ
て
、
地
域
で
問
題
を
共
有
で
き
る
事

は
と
て
も
有
難
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
福
祉
委
員
、
民
生
委
員
を
中

心
に
、
気
軽
に
続
け
ら
れ
た
ら
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
サ
ロ
ン
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
近
所
の

歌
好
き
の
仲
間
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
た
の
で

す
が
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
事
を
知
り
「
シ

ル
バ
ー
う
ぐ
い
す
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　

３
年
目
を
迎
え
仲
間
も
少
し
増
え
、
健

康
で
楽
し
く
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
計
画
を
立
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

み
ん
な
家
の
中
で
過

ご
す
事
の
多
い
年
齢
な

の
で
、
閉
じ
こ
も
り
予
防

を
目
的
に
、
外
で
楽
し
め

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
日
帰
り
旅
行
、
春
は
満

開
の
花
の
下
で
弁
当
を

食
べ
、
秋
に
は
目
も
覚
め

る
よ
う
な
紅
葉
を
楽
し

み
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
活
動
は
、
５
月

に
社
会
福
祉
協
議
会
の

車
を
借
り
、
少
し
遠
出
し

ま
し
た
。
ど
こ
へ
行
く
か

み
ん
な
で
意
見
を
出
し

合
い
決
め
る
の
も
楽
し

み
の
一
つ
で
、
こ
の
日
は

渋
川
へ
藤
の
花
を
見
に

行
き
ま
し
た
。

ふれあいサロン活動紹介

高梁 東町　シルバーうぐいす会

川上町　いきいきサロンたんぽぽ

　

５
月
19
日
、
弥
高
山

公
園
周
辺
を
参
加
者

28
人
で
、
ご
み
拾
い
を

し
な
が
ら
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
山
菜
狩
り
、

ま
た
、
ミ
ニ
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
ま

し
た
。

　

昼
食
に
は
、
採
っ
た

山
菜
を
天
ぷ
ら
に
し

て
、
味
わ
い
な
が
ら
、

子
育
て
や
老
後
の
相

談
、
今
後
の
高
山
地
区

の
展
望
な
ど
、
話
題

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

世
代
を
越
え
て
の
交

流
を
行
う
と
共
に
体

力
づ
く
り
が
出
来
ま

し
た
。
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News
お

せ
ら知

平成２4 年度

ふれあい
相談と援助

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　地域福祉課 ☎ 22-7243　　有漢支所 ☎ 57-3218　　成羽支所 ☎ 42-2005
　川上支所 ☎ 48-9770　　備中支所 ☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談
担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員
場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター
時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日
　8月16日（木） 　8月2日（木）
　9月20日（木） 　9月6日（木）

福
祉
車
両
の
寄
贈
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
高

梁
よ
り
認
証
20
周
年
記
念
事
業
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
市
社
協
へ
福
祉
車
両

の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
高
梁
は
、
平

成
４
年
に
認
証
さ
れ
、
20
年
に
わ
た
り

地
域
に
根
ざ
し
た
奉
仕
活
動
に
取
り
組

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
お
い
て
、
こ
の
寄
贈
車
両
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

　

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
培
っ
て

こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技
術

を
発
揮
す
る
場
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　

随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
が
、

セ
ン
タ
ー
で
受
け
る
業
務
の
う
ち
、
特

に
「
草
刈
り
」
が
多
く
、
こ
の
作
業
を

希
望
さ
れ
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
た
め
の
条
件
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
会
員
に
な
る
条
件

　
①
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ
る
方

　

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨

に
賛
同
し
、入
会
説
明
を
受
け
「
就

業
承
諾
書
・
入
会
申
込
書
」
を
提

出
さ
れ
た
方

　

③
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ

れ
た
方

  
お
問
合
わ
せ
先

 　

 

地
域
福
祉
課　

☎
２
２
─
７
２
４
３

 　

 

有
漢
支
所　
　

☎
５
７
─
３
２
１
８

 　

 

成
羽
支
所　
　

☎
４
２
─
２
０
０
５

 　

 

川
上
支
所　
　

☎
４
８
─
９
７
７
０

 　

 

備
中
支
所　
　

☎
４
５
─
３
１
３
１

地
域
の
た
め
に
、
誰
か
の
た
め
に

お
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

短
冊
に
願
い
を
込
め
て
七
夕
を
作
り

ま
し
た
。
今
年
は
家
に
持
ち
帰
り
が
出

来
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

福
祉
施
設
の

作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー

七
夕

　

カ
ラ
フ
ル

な
段
ボ
ー
ル

を
使
い
、
花

や
動
物
な
ど

利
用
者
の
方

が
工
夫
し
素

敵
な
作
品
に

仕
上
が
り
ま

し
た
。

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

段
ボ
ー
ル
ア
ー
ト

う
ち
わ

　

利
用
者
の

方
が
、
う
ち

わ
に
絵
を
描

い
て
、
こ
の

夏
一
押
し
の

個
性
豊
か
な

う
ち
わ
が
出

来
上
が
り
ま

し
た
。
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News
お

せ
ら知

☆作り方☆
①かぼちゃは種とわた、皮を除き小さく切る。
②人参、玉ねぎは薄切りにする。
③鍋にバターを溶かし、①と②を加えて炒める。水、コン

ソメの素を加え、柔らかくなるまで煮る。
④大さじ２杯の水でゼラチンを戻す。
⑤③をミキサーにかけて、鍋に戻し牛乳と塩、コショウを

加え、ひと煮立ちする。
⑥④を鍋に入れて、ゼラチンが溶けたら火からおろす。
⑦器に入れて、冷蔵庫で冷やす。
⑧皿に移して、かいわれ大根を飾る。

♪かぼちゃと人参にはβーカロチン
やビタミンＥとＣ、便秘予防効果
があり食物繊維も豊富な食品です。

♪カルシウムの豊富な牛乳を加え
る事で栄養のバランスの摂れた
１品です。

♪ゼリーは冷たくのどごしが良く、
食べ易いです。

ポイント

☆材料　2 人分☆
かぼちゃ…100g 人参…１／４本
玉ねぎ…小１／２個 バター…小さじ１
水…１カップ 牛乳…１／２カップ
コンソメの素…１／４個 塩・コショウ…少々
粉ゼラチン…５g かいわれ大根…少々

介護職員さんのおすすめレシピ 離乳食や介護食にもなります！

かぼちゃゼリー

敬
老
事
業
の
助
成
金
交
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

市
社
協
で
は
本
年
度
よ
り
高
梁
市
か

ら
敬
老
事
業
を
受
託
し
、
永
年
に
わ
た

り
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
高
齢
者

の
長
寿
を
祝
い
実
施
す
る
敬
老
事
業
に

対
し
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

助
成
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
団
体

等
は
、
地
域
福
祉
課
及
び
各
支
所
、
各

地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
る
申

請
書
に
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
内

に
実
施
さ
れ
る
在
宅
の
高
齢
者
を
敬
う

事
業
。
た
だ
し
、
現
金
や
記
念
品
等
の

贈
呈
の
み
の
事
業
は
除
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

平
成
24
年
８
月
１
日
現
在
で
市
内
に

住
所
を
有
し
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で
に
満
75
歳
以
上
に
な
る
方
。

▼
助
成
金
の
交
付
額

　

対
象
者
の
内
、
敬
老
事
業
に
参
加
さ

れ
た
人
数
に
１
、５
０
０
円
を
乗
じ
た
額

を
助
成
。

※
こ
の
他
に
、
対
象
事
業
の
実
施
地
域

に
お
い
て
満
88
歳
に
達
す
る
方
（
大
正

13
年
４
月
１
日
～
大
正
14
年
３
月
31

日
の
間
に
お
生
ま
れ
の
方
）の
人
数
に
、

１
、５
０
０
円
を
乗
じ
た
額
を
助
成
。

▼
支
給
要
件

　

①
複
数
の
敬
老
事
業
で
対
象
者
が
重

複
し
た
場
合
は
、
１
回
の
み
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

②
実
施
区
域
は
、
お
お
む
ね
町
内
会

単
位
以
上
の
規
模
で
の
実
施
。

　

③
実
施
主
体
は
、
地
域
住
民
の
創
意

工
夫
に
よ
り
、
様
々
な
地
域
内
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
、
申
請
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
☎
２
２
─
７
２
４
３

　

有
漢
支
所　

☎
５
７
─
３
２
１
８

　

成
羽
支
所　

☎
４
２
─
２
０
０
５

　

川
上
支
所　

☎
４
８
─
９
７
７
０

　

備
中
支
所　

☎
４
５
─
３
１
３
１

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
　
　
）
内
は
旧
任

平
成
24
年
５
月
31
日
付

【
退
職
】

▼
小
野
重
典
（
川
上
支
所
長
）

平
成
24
年
６
月
１
日
付

【
異
動
】

▼
兼 

川
上
支
所
長
＝
西
大
介
（
事
務
局

次
長
兼
総
務
課
長
）　　

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 24 年 5 月と 6 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

24 年 5 月〜 6 月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封 

落
合
町 

森
元
　
　
敏

 

（
故
・
節
子
様
）

金
一
封 

南
　
町 

伊
達
　
貴
生

 

（
故
・
八
智
惠
様
）

金
一
封 

松
　
山 

川
上
　
隆
志

 

（
故
・
　
知
惠
子
様
）

金
一
封 

旭
　
町 

樋
口
　
岳
司

 

（
故
・
康
　
様
）

金
一
封 

倉
敷
市 

川
上
　
　
潔

 

（
故
・
美
年
子
様
）

金
一
封 

本
　
町 

伊
達
富
美
子

 

（
故
・
孝
夫
様
）

金
一
封 
川
面
町 

岡
田
　
　
章

 
（
故
・
順
子
様
）

金
一
封 

高
倉
町 
藤
本
　
近
志

 

（
故
・
み
つ
ゑ
様
）

金
一
封 

川
面
町 

近
政
　
昌
信

 

（
故
・
照
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 

川
上
　
　
明

 

（
故
・
ぎ
ん
様
）

金
一
封 

滋
賀
県 

藤
森
　
達
雄

 
 （

故
・
専
一
様
）

金
一
封 

下
　
町 

藤
原
　
正
子

 

（
故
・
稔
様
）

金
一
封 

中
井
町 

山
口
　
幸
雄

 

（
故
・
登
様
）

金
一
封 

落
合
町 

三
種
　
孝
之

 

（
故
・
信
夫
様
）

金
一
封 

松
　
山 

小
見
山
友
江

 

（
故
・
邦
夫
様
）

金
一
封 

下
　
町 

三
宅
　
妙
子

 

（
故
・
重
男
様
）

金
一
封 

松
原
通 

平
井
　
　
武

 

（
故
・
邦
様
）

金
一
封 

落
合
町 

國
田
　
佳
子

 

（
故
・
貢
様
）

五
万
円 

巨
瀬
町 

島
田
日
出
男

 

（
故
・
　
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 

矢
田
部
富
貴
子

 

（
故
・
敏
昭
様
）

金
一
封 

横
　
町 

伊
達
千
賀
子

 

（
故
・
寛
様
）

金
一
封 

新
　
町 

福
場
　
明
夫

 

（
故
・
正
惠
様
）

金
一
封 

落
合
町 

小
林
　
一
美

 

（
故
・
千
代
子
様
）

金
一
封 

倉
敷
市 

藤
井
　
　
勝

 

（
故
・
幸
子
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

棟
本
ヌ
イ
子

（
故
・
利
己
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封 
津
川
町 

川
上
　
　
明

 

（
故
・
ぎ
ん
様
）

金
一
封 

滋
賀
県 

藤
森
　
達
雄

 
（
故
・
専
一
様
）

金
一
封 

津
川
町 
小
野
　
弘
美

 

（
故
・
房
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 

矢
田
部
富
貴
子

 

（
故
・
敏
昭
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 

岡
田
　
　
章

 

（
故
・
順
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封 

巨
瀬
町 

福
島
　
義
昭

 

（
故
・
益
恵
様
）

五
万
円 

巨
瀬
町 

島
田
日
出
男

（
故
・
　
子
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

田
中
　
三
恵

（
故
・
茂
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

古
米
　
敏
光

 

（
故
・
喜
代
次
様
）

金
一
封 

中
井
町 

熊
本
　
勇
一

 

（
故
・
勉
様
）

金
一
封 

中
井
町 

宮
本
　
和
雄

 

（
故
・
政
江
様
）

金
一
封 

中
井
町 

山
口
　
幸
雄

 

（
故
・
登
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封 

倉
敷
市 

川
上
　
　
潔

 

（
故
・
美
年
子
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封 

落
合
町 

森
元
　
　
敏

 

（
故
・
節
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

國
田
　
佳
子

 

（
故
・
貢
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

有
　
漢 

森
岡
　
　
浩

 

（
故
・
靜
枝
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

植
盛
　
　
悟

 

（
故
・
勇
助
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

平
松
　
一
彦

 

（
故
・
英
三
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

湯
井
　
和
久

 

（
故
・
貴
美
江
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

植
木
　
　
肇

 

（
故
・
太
作
様
）

金
一
封 

有
　
漢 

米
山
　
博
実

 

（
故
・
瑞
甫
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

坂
　
本 

加
藤
　
俊
一

 

（
故
・
友
江
様
）

金
一
封 

下
日
名 

小
林
　
昭
介

 

（
故
・
里
子
様
）

金
一
封 

佐
々
木 

宮
本
　
善
之

 

（
故
・
三
郎
様
）

金
一
封 

下
　
原 

西
江
慎
一
郎

（
故
・
勝
次
郎
様
）

金
一
封 

成
　
羽 

難
波
　
　
久

 

（
故
・
井
上
　
孝
様
）

金
一
封 

中
　
野 

坂
田
　
　
守

（
故
・ 

美
智
子
様
）

金
一
封 

兵
庫
県 

竹
平
　
耕
造

（
故
・ 

勝
惠
様
）

金
一
封 

下
　
原 

平
松
　
秀
樹

（
故
・ 

公
代
様
）

金
一
封 

中
　
野 

平
岡
　
元
治

（
故
・ 

榮
一
様
）
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この広報誌は再生紙を使用しています。

編 

集 

後 

記

金
一
封 

長
　
地 

坂
井
　
俊
彦

（
故
・ 

良
雄
様
）

金
一
封 

布
　
寄 

西
家
　
武
夫

（
故
・ 

一
治
様
）

金
一
封 

成
　
羽 

渡
辺
　
恵
郎

（
故
・ 

勝
太
郎
様
）

金
一
封 
下
　
原 

渡
邉
　
一
功

（
故
・ 

寛
興
様
）

金
一
封 

成
　
羽 
金
子
　
弘
幸

（
故
・  
幸
夫
様
）

金
一
封 

下
　
原 

中
嶋
　
千
世

（
故
・ 

智
子
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

地
　
頭 

内
藤
　
雅
裕 

（
故
・
ミ
ド
リ
様
）

金
一
封 

地
　
頭 

宮
本
　
裕
幸

 

（
故
・
幸
様
）

金
一
封 

領
　
家 

三
原
　
英
明

 

（
故
・
榮
次
様
）

金
一
封 

浅
口
市 

吉
本
　
勝
男

 

（
故
・
健
二
郎
様
）

金
一
封 

七
　
地 

金
子
　
時
典

 

（
故
・
勉
様
）

金
一
封 

下
大
竹 

小
形
　
宏
昭

 

（
故
・
キ
ヨ
様
）

金
一
封 

仁
　
賀 

三
宅
　
　
盈

 

（
故
・
清
子
様
）

金
一
封 

神
奈
川
県 

林
　
　
誠
持

 

（
故
・
千
惠
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

長
　
屋 

岡
　
　	

洋
二 

（
故
・
佐
與
子
様
）

金
一
封 

東
油
野 

中
川
　
　
明

 

（
故
・
サ
カ
ヱ
様
）

金
一
封 

志
藤
用
瀬 

吉
岡
　
栄
二 

（
故
・
須
磨
子
様
）

金
一
封 

西
　
山 

山
科
　
晴
雄 

（
故
・
晋
一
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

川
面
町 

松
森
　
貞
夫

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

二
十
万
円 
松
原
町 

宮
田
　
正
一

 （
旭
日
小
綬
章
受
章
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 
　
　 
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
336
回
、
第
337
回
目
）

二
万
六
千
五
百
三
十
九
円

中
原
町
　
高
梁
市
働
く
婦
人
の
家

グ
ル
ー
プ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
売
上
収
益
金
と
し
て
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 

松
森
　
貞
夫

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封 

巨
瀬
町 

山
根
　
順
市

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

上
有
漢 

江
田
賴
太
郎

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有
　
漢 

佐
藤
　
照
男

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有
　
漢 

山
縣
て
る
子

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

下
　
原 

黒
川
　
林
市

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

布
　
寄 

中
家
　
泰
雄

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

高
　
山 

西
川
　
俊
三

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

三
宅
　
憲
政

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
大
竹 

三
宅
　
淳
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

十
一
万
七
千
二
百
二
十
円

地
頭
テ
レ
ビ
共
同
聴
視
組
合

（
地
頭
テ
レ
ビ
共
同
聴
視
組
合
精
算
に
伴
う
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

東
油
野 
中
曽
　
俊
明

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

東
油
野 

田
中
　
五
夫

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

布
　
賀 

大
塚
　
泰
玄

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

　

こ
の
４
月
か
ら
社
協
の
一
員
と
し
て
、
社
協
広
報
「
ふ
れ

あ
い
福
祉
」
の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
社
協
で
は
、
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
様
々
な
事
業
を

職
員
一
丸
と
な
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
も
こ

れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
お
助
け
の
サ
ー
ビ
ス
が
多
々
あ
り
、

是
非
と
も
、
皆
様
が
知
っ
て
い
る
と
お
得
な
情
報
を
分
か
り

易
く
、
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
様
々
な
事
業
展
開
に
は
、
皆
様
方
か
ら

頂
戴
し
た
賛
助
会
費
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
Ｎ
）

　

今
年
度
か
ら
広
報
委
員
の
一
員
と
な
り
、
地
域
活
動
を
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
の
様
子
や
サ
ロ
ン
活
動
等

を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
良
さ
を
発
掘
し
、

情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
の
で
す
が
、
伝
え
る
こ
と
の
難

し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

市
社
協
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
、
紙
面

づ
く
り
を
心
が
け
、
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
Ｈ
）
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